
発行　恵那市役所／編集　企画課広報広聴係
〒５０９-７２９２ 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１
志（０５７３）２６-２１１１／思２５-６１５０／（ＩＰ電話）０５０-５８０８-９５２１
http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　飯地町と瑞浪市大湫町境にあるダム。大井ダムの下流

で木曽川本川をせき止める関西電力所有の発電専用ダム

で、大自然の中にある巨大な構造物が魅力。傾斜が急で

険しい渓谷と激流に挑む難工事の末、当時としては最も

短い２年の工期で１９３６（昭和１１）年に完成した。作業

員も多数が地元採用で、ほとんどの家庭が工事に関係し

た地域ぐるみの建設工事だった。

高さ４０.８㍍の越流型直線重力式

コンクリートダムで、ダムに付設

する笠置発電所の認可最大出力は

４万１,７００㌔㍗。渓谷とダムで形

成された湖を笠置峡と称し、霧の

発生しやすいＶ字谷の地形は、穏

やかな渓谷美を誇る。谷あいの湖

面に映える秋の紅葉は有名だが、

湖畔の桜も見事。
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▲積極的な公演活動で文化遺産を今に伝える

▲ダムは傾斜が急な渓谷に建設された

　大井文楽の人形首は、阿波系のものなの

で、大阪文楽やその流れをくむ県内の真
ま

桑
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文楽や半
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原文楽などの人形より一回り大き

いのが特徴。頭の部分の直径が大きなもの

では２１㌢もある。見栄えはするが、人形

が重くて遣う人にとっては大変。

大井文楽 名人天狗屋久吉の作

笠置ダム 大自然の中の巨大構造物
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『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１０．２円（税込み）です。

　笠置ダムの名称は笠置山から名付けら

れ、建設基地も笠置町河合に設置するなど、

笠置とのつながりが深いダム。土木学会の

「日本の近代土木遺産～現存する重要な土

木構造物２０００選」に選定。発電所の水車

発電機は当時の国産では最大級。

　阿
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波（徳島県）の人形細工師、初代天
てん

狗
ぐ や

屋久
ひさきち

吉の作品

を使った人形浄
じょう

瑠
る り

璃。１９４９（昭和２４）年、名古屋の近

松座から人
にん

形
ぎょうかしら

首を譲り受け、大井町の有志らが大井文
ぶんらく

楽

同好会を結成。しかし娯楽の多様化や会員の高齢化で一

時解散。１９８９（平成元）年、大井文楽保存会が発足。積

極的な公演活動を行い、先人が残したかけがえのない文

化遺産を今に伝えている。人形首３４個のうち、２１個は

初代天狗屋久吉

の作品で県重要

有形民俗文化財

に、残る首は久

吉の弟子らの作

品。うち１１個

は市の有形民俗

文化財に指定さ

れている。

次号は２月１５日号
　発行日は２月１５日㈮です

▲多くの人形首が文化財に指定

▲春には桜が湖畔を彩る


